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 腫 瘍 組 織 の化 學 的 成 分,殊 に含 窒 素 成 分 に 關 す る研 究 は甚 だ 少 い.悪 性 腫 瘍Lipoidに 關 し

て,R. Bierich(D氏 等 は, Phosphorlipoid:Cholesterinesterの 比 が 正常 組 織 に比 し著 し く低

下 す る事 實 を認 め,其 理 由 はEster増 加 に 依 る もの と詮 明 して 居 る.含 窒 素 成分 と して は,腫

瘍 蛋 白成 分 とし てGlobulinがAlbuminに 上ヒし多量 で あ る と言 は れ て 居 る程 度 で,比 較 的,

分 析 結 果 を塁 げ,興 味 あ る もの と して は,R・Willhelm氏c2)の 人 聞 の 癌 組 織 中 の核 酸 に 關 す る

研 究 で,氏 は癌 核 酸 はThymonuclenis議ureと 異 りPyrimidinbaseを 有 せ す, Guanin 1, Adenin

l,Hexose 4,燐 酸4分 子 の 組 成 を學 げ, N:P比 を10:4と して 計 算 し て居 る・ 然 し使 用 材 料

は数 瓦 に も達 せ す,研 究 は 決 して 容 易 な もの で な か っ た と想 像 す る.

 腫瘍 組 織 の水 抽 出 性 含 窒 素 成 分 の研 究 に 既 に着 手 し,材 料 の 探 集 に 努 力 して 居 るの で,後 日

公 表 の機 禽 あ り と信 じて 居 るが,玄 玄に腫 瘍 組 織 構 成基 質 成 分 の概 念 的 基礎 知 見 を得 む 爲 め,先

        第1表 家 鶏 肉 腫 購 成基 質 の 加 水 分 解 産 物 中 の窒 素 分 布

                (移 植 後7日 目)

             Versuch j                Versuch 2

             N=14.86%          N=14.43%

             N=15.52%(aschefrei)     N=14.87%(aschefrei)             
Asche=4.27%           Asche == 3.04%

            in O.9750 g      inタ6      in 1.0088 g       in%

  Am五d-N         11.060 mg     7.16     10.010mg     7.15

  Humin-N         2.660 mg     1.72     2.940 mg     2.10

   の                                               じ

  Purm-N          O.406 mg     O.26     α868 mg     O.62

  Arginin.N        23.100 mg     14.95    18.480 mg     13.20

  Histidin-N        O.756mg     O.49     0.840 mg     O.60

  Lysin-N          4.200 mg     2.72     4.165 mg     2.98

  Monoaminos乞ure-N   92.166 mg    59.63   82.320 mg    58.80

  Summe         134.348 mg     86.93    119.625 mg     85.45

  Gesamt-N(Kjeldahl)  154.560 mg    lOO.OO    140.000 mg    100.00
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づ其水解産物中の窒素分布に就いτ實験を行つすご.是は材料の鮎か ら最 も容易な方法であ るが,

軍一一・性物質 と言へないので,其 成績か ら一定の判断を下す揚合 勿論非常に注意深 くな くてはな

らない,             .

   「    第2表 家鶏肉腫構成基質の加水分解産物中の窒素分布

                (移植 後13日 目)

  
  
    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

        第3表 家鶏肉腫構成基質の加水分解崖物中の窒素分布

                (移 栢 後f9日 目)
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 正 常 組 織 で は,片 岡氏 が(3)豚 胸 腺,豚 腿 及 び 牛 膵 の 構 成蛋 白 成 分 の 「ア ミ ノ酸 」を 分 離 し比 較

研 究 を行 つ τ居 るが,牛 膵 及 び 豚 膵 の聞 に は動 物 糧 に依 る差 異 を認 め ざ る も,共 胸 腺 との間 に

は 多少 あ差 異 を嚢 見 して居 る.   "

 各 種 腫 瘍 組 織 の生 化 學 的 研 究 に於 い て,將 來,そ の 詳細 設 明 を得 ん とす る爲 め,が 、 る研 究

は其 基 礎 知 識 と して,重 要 な る の み な らす,或 は 之 に依 つ て 既 に一 定 の豫 想 を得 るか も知 れ な

い.本 研 究 は家 鶏 肉 腫 成 分 を時 期 を異 に して槻 察 し仁 即,移 植 後 七 日目 の 筒増 殖 旺 盛 な る も

の,移 植 後 十 九 日 目 の 相 當 壊 死 組 織 の現 れ た る及 び其 中間 と して 移 植 後 一卜四 日の もの を採 つ ナニ・

 有 機 脱 水剤 に て腕 水 し,次 で脱 脂 し,慨 量 に乾 燥 した る材 料 を,難 酸 加 水 分 解 し,其 産 物 の

窒 素 分 布 を槻 察 し7こ.分 析 結 果 は 大 艦 次 の如 くで あ る・

 乾 燥 材 料 中総 窒 素 量 は移 値 後 日数 多 き もの は減 少 を示 して居 るが,絡 茨分 に は殆 ど差 異 を認

め な い.

 Pu血fraktion-N叉Monoaminosaurefraktion-Nは 大 膿 は時 期 に依 り著 し き差 異 を示 さな い ・

後 者 は約60%内 外 に て,こ の数 値 はCasein中 のMonoaminos銭urefraktion-Nに 似 て居 る・

 最 も著 明 な愛 化 はDiaminosh'urefraktion-Nで,移 植 後 十 九 日の もの は,七 日 の もの に比 し,

殆 ど牛 減 値 を示 し,然 も之 はArgininfraktion-Nの 減 少 に依 る と見 ら る・

 勿 論 動 物 を別 に し,組 織 を異 に して居 るが,片 岡 氏 の 牛 膵 豚 膵 のHist三din量 も最 少値 を 示

して居 る.爾 叉LysinはArgininよ り梢 多 量 に分 離 され て 居 るが,窒 素 と して は 大 艦 相 似7:

もの で あ る が,腫 瘍 のArgininfraktion-Nは 甚 だ 大 で あ る. Argininfraktion中 に はArginin

以 外 の物 質 もあ ら うが,大 罷Argininと 見 て差 悶 へ あ る まい.

 移 植 後 十 九 日 目 の 家 鶏 肉 腫 中,基 質 水解 産 物 中 にArgininfraktion-Nの 減 少 す る事 はWald。

schmidt-Leitz氏 等 の槻 察 した, Argniase作 用 が 時 期 の 邊 き程 増 張 す る と言 ふ 事 實 と,直 接 關

係 は な い と して も,何 か 連 絡 が あ るのか も知 れ な い,或 は 叉 腫 瘍 組 織 代 謝 とArgininと 特 殊

の意 味 が あ るの か も知 れ な い.

  實  験  部

 家 鶏 肉 腫 組 織 を出 來 る丈 け周 囲組 織 と分 離 し,粥 歌 に磨 潰 し,重 量 の 約20倍 容 量95%酒 精

を加 へ よ く撹 拝 し,上 澄 液 を傾倒 分 離 し,残 渣 を更 に 二 回10倍 容 量Acetonに て腿 理 し,次

でAtherに て,抽 出 器 中 に 脂 肪 腸 を浸 出除 去 す.減 歴 硫 酸 乾 燥 器 中 に,次 で減 屡80。-90。 に

て憧 量 に 乾 燥 す ・

 乾 燥 試 料 一 定 量 の15倍 容 量20%購 酸 に て12時 聞 煮 沸 加 水 分 解 し,加 水 分 解 物 は減 歴 蒸 溜

を繰 返 し,出 來 る丈 けtt酸 を除 去 す.残 渣 に少 量 水 を加 へMagnesiumoxydに て 弱 濾 性 と し,

KrUger-Reich法 に てAmmoniakを 定 量 し, Amidstickstoffと な す.

 残 液 を稀 聯 酸 に て 中f・llし,沈澱 物 を濾 過 す.沈 澱 物 中 の 窒 素 を定 量(Kjeldahl法)し, Humin-
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stickstoffと な す.

 濾 液 に硫 酸 量5%の 割 に な る様 に硫 酸 を加 へ,20%Phorphorwolframs蕊ure16sungを 沈 澱 の

生 す る限b加 混 し,一 夜 放 置 後 沈 澱 を吸 引 濾過 す・ 沈 澱 は5%SO4H2に て4-5回 十 分 洗 瀞

し,洗 液 を濾 液 と合 し,含 有 窒 素 量 をKjeldahl法 に て 定 量 し, Monoaminosaurestickstoffと

な す.                            .
                コ

 PhosPhorwoeframs蓑ure沈 澱 を漁bた る まs注 意 しτ乳 鉢 中 に移 し,約 同量 水 を加 へ,重 土

細 粉 を加 へ,よ く混 和磨 潰 分 解 し,滴 反 癒 を皇 す る に 至 る.更 に 二 倍 容 量 水 を加 へ 十分 磨 潰 し

て,吸 引 濾 過 し,沈 澱 を更 にBarytwasserに て庭 理 し吸 引 濾過 し,次 で三 回 水 洗 す ・ 濾 液 と洗

瀞 液 と混 和 し直 に炭 酸 瓦 斯 を通 じBarytを 沈澱 ぜ し め,暫 時 放 置後 濾 週 す ・

 濾 液 を硝 酸 酸 性 とな し,20%硝 酸 銀 液 を沈 澱 の生 す る限 り加 へ,沈 澱 を濾 過 し,之 に て 二 回

洗 糠 す 。 沈澱 中 の 窒 素 を 定 量 しPurinstickstoffと な す.

 濾 液 に更 に硝 酸 銀 液 を加 へ,其 の試 液 一滴 を硲 子上 に探 り,Barytwasserを 滴 加 す るに,褐

色 酸 化 銀 を沈 澱 す る に至 らば,溶 液 にBarytwasserを 過 剰 に加 へ,沈 澱 を吸 引 濾 過 し,沈 澱 を

Barytwasserに て 三 回 洗 源 す.(濾 液 と洗猴 液 に合 す).

 Silber-Baryt沈 澱 を 容 器 中 に 水 を以 て浮 游 せ しめ,先 づ 硫 酸 を加 へ,附 着 せ る Baryt を

SOdBa'と して沈 澱 せ しめ,次 でSH2を 通 じてAgをAgSと して 沈澱 せ しむ ・ こ の濾 液 中 の

過 剰SO4H2を 先 づBarytに て除 き,減 屡 蒸 溜 濃 縮 した る もの に25%の 害llにSO,H]を 加 へ,

次 で飽 和Quecksilbersurfatl6sungを 加 へ 沈 澱 を生 ぜ しむ ・

 沈 澱 を吸 引 濾 過 し,沈 澱 を二 回25%SO.,1-1.,に て 洗糠 す.(濾 液 と洗 瀞 液 と合 す).沈 澱 の

窒 素 を(濾 紙 の まs)定 量 し(Kjeldah1法)Histidinstickstoffと アぶす,濾 液 中 の窒 素 を定 量 し

Argininsti(:kstoffと な す ・

 前 掲 のSilber-Baryt沈 澱 の濾 液(洗 瀞 液 と合 す)に 硫 酸 を加 へ てBarytを, SH2を 通 し て

Silberを 除 き た る濾 液(5錫 硫 酸 含 有 溶 液 として)に 更 にPhosphorwol framsla' ureを 加 へ て

Lysinを 沈 澱 せ しめ,こ の 沈 澱 を更 に上 記 同様 にBarytに て磨 潰 し分 解 して得 に る濾 液 中 の 窒

素 を定 景 して(Kjeldahl法)Lysinstickstoffと な す.

                      (嚢醗 景芙灘 羅 藷 編藷 霧懇箋響1ぢ)

  文  獄

 (1)RBierichμ. A. Lang., Zeits. f, physiol. Chem.,20L 157(193!);216,217(1933).

 (2)R・Wiilheim, Bioch・Zeits。163,488(1925).

 (3)E.Kataoka, J・of B三〇ch.,19,21(1934);19,25(1934).

 (4)E.Waldschmidt.Leitz. Zeits. f. physiol. Chem.,219,115(1933).

                    (81)


